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お話講座②を開催します♪ ☆図書館・図書室を桜の花でいっぱいに☆

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
「鬼は外！福は内！」の声が聞
こえる節分。寒さの中の立春。
日本の季節感や言葉は美しい
ですね。　　　　　コスモス

耳より情報

泗水図書館
　五峰の鷹
　三陸の海
　尾根を渡る風
　私のなかの彼女
　くまモン博士、カバさん
　勘三郎伝説
　こやぶ医院は、なんでも科　
　こうさぎと４ほんのマフラー
中央公民館図書室
　医者が教える正しい呼吸法
　これで安心！不整脈
　つばさのおくりもの
　レーン
　おまじないは魔法の香水
　ぼくのなまえはダメ！
七城公民館図書室
　幻夏
　がんばらなくていいんだよ
　ゆきのうえゆきのした
　ペンギンとざんたい
旭志公民館図書室
　 黎 明 に 起 つ　　　　　　　　　　　　
　手軽につくれる水引アレンジＢＯＯ K　
　ふみきりカンカンなにがくる？
　にゃんにゃんべんとう
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「使命と魂のリミット」
東
ひ が し の

野圭
け い ご

吾　著

　暇と時間をたくさん持ってい
る、高齢の愛読者です。毎日
本と向き合える幸せ者。本は歴
史、エッセイも読みますが、小
説が大好きです。
　中央図書室に通い３年余り。
もう800冊近く読んでいます。
色んな作家作品の中、１番のフ
ァンは「東野圭吾」さん。彼の
作品は、自分の中では全て読み

尽くしているといえるくらい。以前に借り、最近読み
返した「使命と魂のリミット」は、なんと感動させら
れたことか。主人公のナースは父の死に疑問を持ち、
その仇と思う医師の下で修業しつつチャンスを待つ。
その医師が残り少ない自分の命をかけて、一人の患者
を救おうとする。今は母の大切な人でもある医師の姿
にとまどいながら、使命か仇かと迷い悩む。
　東野作品はハードな面、優しさ、心の豊かさと奥深
い。コミカルな「ガリレオ」シリーズ、自称新参者と
いう刑事のシリーズなど、上げ始めると数限りないで
す。これからもさまざまな作家、作品をリクエストも
しつつ愛読していきます。

安
あんどう

藤宣
の ぶ こ

子さん
（栄町）

テーマ　「お国なまりで昔話を楽しむ」
　口述文化の昔話を、菊池・合志の語り手の皆さんにご自
身の言葉で語ってもらいます。
　寒い冬、懐かしい昔話の世界に浸ってみませんか？
定　員　40人
　申し込み・問い合わせは泗水図書館へ

と　き　2月22日㈯　午後1時30分～3時
ところ　泗水図書館

　市内図書館・図書室の壁に「桜の花」を咲かせましょ
う。花びらは各図書館・図書室で準備をしています。
　メッセージ、好きな本の紹介、お絵かき、１枚1枚の花
びらに書いて「全国さくらシンポジウム」を盛り上げまし
ょう！！

と　き　２月１日㈯～４月６日㈰
ところ　泗水図書館・各図書室
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